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整数論や数論幾何で研究される分野の重要なトピックとして楕円曲線と保型形式の理論
があり, その 2つを結び付けるのが「Q上定義された楕円曲線は全てモジュラーである」と
いう志村-谷山予想である. 一方, ガロア表現と保型形式を結びつける Serre予想は長年未
解決であったが, 2009年にKhare, Wintenbergerにより肯定的に解決された. また, Ribet

が Serre予想の特別な場合, そして志村-谷山予想の高次元化として提唱した「GL2-typeの
アーベル多様体は全てモジュラーである」というGL2-予想もこの Serre予想の解決によっ
て肯定的に証明された. GL2-typeのアーベル多様体に関連する研究は Serre予想が解決さ
れる前から Humbert, Mestre, Bending, Hashimoto, Wilson等多くの研究者によって行わ
れてきたが, 当時, GL2-typeのアーベル多様体は重さ 2の保型形式に付随する志村のアー
ベル多様体を除き具体的な構成法及び具体例がほとんど知られていなかった.

代数曲線X のヤコビ多様体 Jac(X)の自己準同型環が判別式∆の実二次体の整数環や
円分体の最大実部分体を含むとき, 曲線X は実乗法をもつという. GL2-typeのアーベル
多様体の例として, 実乗法をもつ種数 2の曲線のヤコビ多様体が知られており, 講演者は,

Humbertの結果を元に, ∆ = 5, 8の実乗法をもつ種数 2の曲線を複数のパラメータを用い
て versalに与え, その曲線族のヤコビ多様体としてGL2-typeの 2次元アーベル多様体を構
成した ([1], [2]). この研究でポイントになるのが Ponceletの閉形定理と, conic上の代数対
応の構成である. 現在では, 種数 2の曲線の構成についてGruenewaldにより構成アルゴリ
ズムが得られている (2009). また, Kumarと ElkiesはK3曲面を用いた代数幾何的な手法
により実乗法をもつ種数 2の曲線を, 判別式が 100以下の場合に構成している (2012).

種数 3の曲線については, Hoffman, Wangが講演者の結果を応用し, Ponceletの閉形定理
及び conic上の代数対応を具体的に記述することで, End(Jac(X)) がQ(ζ7 + ζ7

−1)を含む
ような超楕円曲線Xを具体的に構成した ([3]). 超楕円的でない場合については, Hoffman,

Wangを含めた共同研究者との結果として, End(Jac(X))がQ(ζ7+ ζ7
−1)を含むような種数

3の曲線の具体例を構成した ([4]). この結果では, Ponceletの閉形定理などを用いた種数 2

の結果を用いずに, 群論及び代数幾何の手法を用いたEllenbergの結果 ([5])を応用し, 曲線
の構成問題をあるディオファンタス方程式を解くことに帰着させ, それを解くことで曲線
の具体例を与えた.
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